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平成 16 年 6 月 2 日 

 

三宅村災害対策本部

東京都現地災害対策本部

三宅島に入島した防災関係者の島内規則 

Ａ 島内作業ルール 

ａ 保護具の着用 

・ ヘルメット：島内での屋外活動には、必ず着用する。 

・ ＩＤカード：常に携行する。 

・ ガスマスク：常に携行し、火山ガスの濃度が、SO2：2ppm、H２S：10ppm 以上の場

合、必ず着用する。ただし、火山性ガスが人体へ及ぼす影響には個人差があるため、

自分自身が息苦しく感じる場合は、ガス濃度を問わず速やかに着用する。 

ｂ 保安機器の携行 

ガス検知器：SO2・H２S 用 一対 

 防災無線受信機：作業班ごとに携行し、火山ガス及び防災情報に注意する。 

ｃ 作業時の服装 

島内全域が災害現場であるため、特に屋外で作業を行う場合に、火山性ガスが人体

に与える影響や身体の保護を考慮し、夏場であっても肌を極端に露出する服装（ラン

ニングシャツ・短パン等の軽装）は禁止する。履物については、その作業に合わせた

合理的（安全靴・長靴・地下足袋等）なものとする。 

ｄ 作業時間の遵守 

島内で屋外作業を行える時間は、原則 7：30 から 18：00 である。 
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図 3．1 三宅島・都道の復旧工事流れ図（都道） 
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表 3.4 仮復旧の内容 

容内況状災被

泥流等堆積 泥流等撤去 

流木堆積 
障害物撤去

流木撤去 

仮橋設置(主に応急復旧で実施) 

盛土 道路決壊 道路確保 

迂回路設置(掘削、盛土、舗装) 

路面不陸 道路確保 簡易舗装 
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表 3．5 海岸保全施設の被災状況と復旧対策 

 策対旧復 況状災被 所  箇

阿古海岸① 地盤沈下による堤防高の低下 堤防高の嵩上げ 

阿古海岸② 台風の波浪による海岸保全施設の損壊 海岸保全施設の復旧 

ナゴラ海岸① 地盤沈下による堤防高の低下 堤防高の嵩上げ 

ナゴラ海岸② 台風の波浪による海岸保全施設の損壊 

ナゴラ海岸③ 台風の波浪による海岸保全施設の損壊 
海岸保全施設の復旧 
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図 3.3 大型土のうによる仮設導流堤 
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